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す
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あ
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a
n

d

 

H
u

d
o

r
H

i
m

e
s

'
p

^
1

7

c x
>

.
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n
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K
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u
?
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ユ

e
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o
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ブ

e

 

m
i
d
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A
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そ

の

^

部

は

本

誌

第

二

十

卷

第

七

1

-1
:

高

木

奮

I

氏

の

紹

介

が

も

る
0

0

1济

が

T
u
d
o
r

壬
-朝

下

の

英

國

觔

食

生

活

及

び

處

業

：を
槪
括
的
に
描
：寫

ぜ

ん

で

し

た
も

の

で

あ

る

。

學

砑
J: 

の

考©
論

究
を

！！：：

的
蓄

^

-
 
f

全

體

ど

し

て

當

時

の

狀

態

を

：典

味

多

ぐ

描

か

ん
£-
|

し

た

も

の

.
で

あ

る

。 

T
u

d
o

l
s

精
神
、
地
方
生
活
、
都
會
生
活
•

家

庭

：
生

活

•
敎

會

*

海

陸

に

於

け
る
習
險
の

六

章

に

分

か

ち

、
數 

多

の

柿

齋

を

以

っ

て

叙

述

を

助

は

て

ゐ
る

。

好

简の
*

物
で
あ
ら
う
。

广
 

o
.
p
r>
。

一̂S
I
,
一̂，

S作
^mv

a
l

<ii
u
a
g
e
.

s,
 

6Q
rJnanlbri.dge 

102.6
.

1€
國

中

世
»
龠

史

の

硏

究#

sし
て

嚴

も
-*
威

あ
.る
.著
：者
.が
中

世

村

落

の

狀

態

を

歐

洲

各

國

，

殊

に

英

弗

，

パ
就 

い

て

比

較

研

究

し

た

も

の

で
"あ
る

。

元

來

と

の

糖

め

：硏

究

'は
馨

德

身

も

認

；

§
.

て
ゐ，る

や

う
に

、

甚

だ

困

難

な

も

の 

で
，
在
’，

.著
#
の

g
rl
<.
力

「

现

，a
存

S
-:
L
'«
い

叉

は

大

部

分

ー

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

っ

た

中

世

衬

落

生

活

の

#

徵

を

カ

說 

七

んV

す

る
.に
ぁ

ゎ

」
「

&
つ「

衣

_
代

、
違

っ

た

場

所

に

於

け
.る
人

間

生

活

を

比

較

す

，
る
〃
こ

^
は

甚

だ
|$
1
*

な

こ

ミ

で
 

あ
'る
力
.
そ

の

比

較

な

ぐ

は

、

明

か

に

又

は

暗

に

、

f
f
i
#
^

V

€

^
O
L

「
j 

國
I

地

方

地

方

に

就

いI

へ

大

尨

る

相S

存

し

て
I

」

、「

然

し> 」

れ

れ
J

て

I

遠

の

.
中

に

も

 
一
I

 

誉

法

删

が

存

在

ん

た

や

う

に

思

ふ

。

」
「

中

S

彥

；
雜S

:明
か

にi

以

上

で

ほ

あ

っ

た

：
が

自

.農

以

下

で

杏
 

つ
.
/

」

然

し

^
^

」

し

て

彼

等

自
.*

の

努
:*

及

：：
び

藤

濟

的
.變
化

の

助

カ

に

_
依

っ

て

、

隸

農

は

商

由

に

向

っ

，
て

努

7
レ 

た

0」

か

く

の

如

き

著

者

の

意

轉

は

そ

の

仕

«

.の
»

雛

に

，
も

拘

ら

す

，

甚

だ

成

功

し

た

ど

云

わ

：
：
て

ょ

い

で

あ

ら

う

0
:
.

元
へ 

來

本

書

の

要

領

は

W
a
l
e
s

の

.！
^
f
身

college 

.に
於

け

る}囊

.で
あ

っ

た̂
け

、「

般

に
_

的

で

は

：
あ

る

：
。
， 

然

し

著

者

は

本

文

を

補

ふ

た

め

に

、

本

文

：
一

.
_
f九
十

五

頁

に

對

し

て

西

七

十

五

裒

0
附

録

を

附

し

て

ゐ

る
。

馨

は

 

そ
の
：

本

文

-

於

し

て

中

世

歐W
刺

落
生
活
の
槪
念
を
描
ぐ
こvj

を

得
る

€

共

に、
.

あ
る

特

殊

の

間

題

に

就
y

て
は

け

I

十

.

i

 

C
I

 

七

I

)

：
 

^

l

l

f

 

I

,

 

?

ー
號

_
 

S

ゴ
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ば
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新
刊
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十
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錄
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.利
用
す
る
こ
ビ
が
出
來「

る
o 
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: 

•

R
o
s
t
o
v

 t
z
e
f
f
^
j
L
l
l
e

 

s
o
c
i
a
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a
n

d
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c

o
n

o
m

i
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r
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o
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t
h
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E
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p
p

:

C\
5K
.
' 

O
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f
o
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:

，
政

洽

狀

態
V
:社
會
狀
態
、
經
»
狀
勝
が
そ
れ
ぞ
れ
密
接
な
る
關
係
あ
る
こ
琴
は
：云
.ふ
ま
で
も
な
い
0
然
し
そ
れ
等 

の
相
立
關
係
を
明
確
に
表
瑰
す
る
.
V

?は
甚
だ
，M

な
寒
で
あ
-る
。
c
u
n
n
s-
g
D-
a
日
が
マ
ァ
ヵ
ン
チ
タ
ズ4

峙
代
の
政 

治
ビ
經
濟
ミ
の
關
係
を
、
そ
0
博
汾
な
る
知
識
を
以
づ
て
描
寫
し
た
こV

J

は
ょ
く
人
の
知
：る
ビ
こ
ろ
で
あ
ら
ぅ
o
今 

本
書
®
著

漭R
o
s
t
o
v
t
z
e
f
f

は
マ
ァ
力
ン

チ
，？

ズ
ム
の
時
代
ょ
6
-も
，
資
料
文
獻
遙
か
.に
少
な
く
，
硏
究
極
.め
て
困
雛 

な
羅
馬
帝
政
時
代
に
就
，い
て
‘

社
會
狀
態
ビ
經
濟
狀
態
ヒ
'の
變
邀
を
硏
究
し
、
そ
の
相
互
.關
係
を
明
■か
に
せ
ん
ミ
企 

て

た

の

，
が

本

書

.，で
あ
る
。
.最
初
：の
時
期
に
於
'い
て
大
地
主
及
び
實
務
家
階
級
の
沒
落
は
、
經
濟
的
方
面
に
於
い
て
古 

共
和
政
時
代
の
特
質
介
る
封
建
的
資
本
主
義(
評
溝
は
資
本
主
義
：.の
意
義
を
か
ぐ
廣
：汎
..に
使
用
す
る

.S

に
は
賛
成 

し
得
な
い
0
の
崩
解
ビ
な
$
、.
>
.
資
本
の
集
猶
は
農
エ
：商

0
急
激
の
發
達
を
生
じ
，
都
市
生
活
が
全
帝
國
を
通
じ
^

W

な
つ
た
。
.

o
.i
-

_

wcc
)
b
o
a
r
g
e
o
i
s
.
v

は
有
聞
階
級
^
な
り
、
單
に
安
全
な
る
定
收
入
あ
る
こ
ビ
§
.

み
を
希
镇 

す
る
や
ぅ
に
な
'つ
，た
。
又
都
市
中
流
階
級
の
著
し
い
經
濟
的
活
動
は
下
層
階
級
の
搾
取U

な
づ
た
。
か 
>
る
砒
會
生 

活
の
經
濟
上
の
弱
點
は
.又
都
市
資
本
.虫
義
の
5®
廢
及
び
第
三
世
紀
，に
於
け
る
經
濟
恐
®

を
生
じ•

國
家
資
本
生
義
の 

»

成
を
促
が
し
-%
旗
ろ
原
始
的
經
濟
形
式
の
復
活
を
見
る
に
至
つ
た
。
即
ち
以
上A

u
g
u
s
t
u
s

か
らConstantine 

I. 

に
至
る
變
燦
を
叙
述
1

"
そ
の
顧
ま
つ
て
ゐ
る
點
に
於
い
て
我
々
羅
馬
史
に
關
し
あ
ま
ヴ
親
し
く
な
い
者
に
ビ
つ
て

も
比
'較
的
容
易
に
理
解
し
得
る
P
專
們
的
硏
究
者
.に
對
し
て
は
後
に
：委
し
.いN

o
t
e
s

を
附
し
，
そ
の
後
の
硏
究
に
便 

利
を
與
へ
て
ゐ
る
。
又
歡
多
.の
，寫
眞
を
掃
'入
し
#
、」

ビ
は
办
石
(>
^
著
容
に
々」
.っ

て
必
耍
不
可
缺
の
も
の
で
ゐ
る
か

も
鄭
桌
な
い
が
'
讀
者
に
ビ
つ
て
は
雄
ろ
興
味
あ
る
も
の
ビ
し
て
、
又
あ
ま
々
親
し
ズ
な
い
當
時
の
記
述
を
多
少
ビ 

も
補
助
I

f

 

I

?

 

Iへ
ら
れ
な
い
。
さ
I

上
述
の
如
i

體
に
於
い
て
明
確
で
は
あ
る
が
，
論
述
の 

間
に
政
於
的

1
述
0
少
ぐ
な
い
こ
ど
が
、
止
；む
を
得
な
い
こ
ビ
で
は
あ
ら
ぅ
が
、
多
少
混
雜
を
來
た
し
て
ゐ
る
。
 

R
D

a
w

s
s

l
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G
e

r
m

a
n

^
I

n
d

u
s

t
r

i
a

l

 

R
m

i
v

a
r

p
p
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ぐ L
o
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d
o

n
,

 

1
Q26.

歐
狹
大
戰
中
並
び
に
大
'戰
後
.の
交
戰
.列
國
の
•經
濟
狀
賴
に：

關
す
る
述
作
は
：甚
だ
.多
い
。
本
書
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。 

著
激
は
英
國
々
會
の
11
員
で
あ
.ぅ
、
普
佛
戰
讲
當
時
«
CJ
3
3
â.
O

A
に
滞
在
し
、
そ
の
«
,
_の
敎
育
は
|

'1
で
娈
け
ク
し
。 

始

め

か

、
ら

獨

逸

が

it
業

上
.英
國
の
恐
る
べ
き
强
敵
た
る
こ
？V

知
り
、
以
前
か
ら
屢
々
こ
れ
を
公
言
し
て
ゐ
た
y

け
、 

全
體
に
獨
逸
の
恐
る
ベ
き
を
®
調
し
過
ぎ
て
ゐ
る
や
ぅ
で
あ
る
.。
然
し
著
者
の
：云
ふ
が
如
く
、
p

t

A

0tt
n

4

>
 

の
優
秀
な
る
と
气
又
最
近
に
於
け
る
_

統
制
の
靈
せ
る
'こ
暮
大
戰
後
^̂

め
て
ゐ
る
こ
ど
は
明
か
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ
等
及
び
生
產
費
■の
安
：價
な
る
，こ
ど
女
英
國
の
，狀
態
ビj.

々
比
較
し
て 

ゐ
；
る
。
傘

一

章

一

八

七

0

年

ょ
.土

A-「

四

年
に
：
至

る

戰

前

の

®
逸

政

耀

の_

:
除

い

，
て

：、

他

は

悉

く

戰

後

の

狀

態
 

丨
就
t

て
述
べ
て
ゐ
る
。：
こ
れ
等
の
大
部
分
はj

度
諸
_

誌
：に
揭
載
さ
れ
た
も
の「

.で

.あ
る
：0
獨
逸
の
國
家
中
心
の
產
1 

業
政
^

力
そ
の
.商
敵
た
る
英
國
政
治
家
の
！

HI

に
如
何
に
映
じ
た
か
を
：見
る
，上
に
興
味
多
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
<

;I
i
l.ハ
 

に

又

最

.近

世

經

濟

史

の

1

資
料
ど
な
す
こ
ビ
が
出
來
ょ
ぅ
o

p 

^
§
1 

I

 p 

I

I

,
冬
 

I

 

^
N
l
 

r
 

f
r

n

 Europe, m
e
e
&
r

 to H
g

[

I

I

.
 

pp, 

W
P
J
,

N
§
^
!
,
 

i

ôv
.

,產

業

革

命

の^-
梵

者

又

勞

備

運

動
の
'硏

究

者'ビ

し

て

厥

著

者
.ws

a
r
d

は
，
著

名

で

あ

；
る

。

英

_
.さ

れ

た

る

本

書

.の

羝
二
十

一

卷

C
1

七
六
じ
外
國
經
濟
史
に
關
す
る
新
刊
迸
， 

第

十

ニ

號

一

四
九



笫
ニ
十一

卷

(
1

七
六
一
一)

外
國
.經
濟
史
I-
M
マ
る
新
刊
齊 

第
十11

號

1

B
 

原
名
は
何
S
云
ふ
.か
淺
學
に
し
て
.知
ら
な
い
が
、
少
ぐ
？
も
.氏
の
最
も
得
®

^
す
る
部
分
'で
あ
る
。
最
'^
に

>r
Hji
?
 

d
l
o
n

 

X
し
て
當
時
に
於
け
る
大
體
の
變
邀
及
び
そ
の
理
出
を
述
べ
て
ゐ
る
。
產
業
革
命V

J

共
に
、
又
そ
れ
以
前
に 

三
つ
の
大
革
命
あ
る

，」

ど
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
«
つ
て
如
何
に
歐
洲
諸
_
が
大
な
る
變
化
を
受
け
た
か
を
明
か
に
し 

て
ゐ
る
三
つ
の
革
命
ミ
は
政
^

的
革
命
、精
«
的
革
命(

1
^
1
1
3
1
5
5

如1

^
，じR

e
f
o
r
m
a
t
i
o
n)**

地
理
的
革
か
で
あ
る
0

次 

い
で
各
論
に
入
ぅ
、
最
初
に
西
班
牙
葡
萄
牙
，
續
い
て
和
蘭
、
英
國
、
佛
蘭
西
、
併
太
利
> 

瑞
西
、
獨
逸
及
び
塊
太 

利
^

牙
利
、

ス
力
ン
デ
ナ
ビ
ア
諸
國
、
波
蘭
ど
露
西
頭
の
順
序
に
、
そ
れ
ぞ
れ
農
工
爾
の
發
達
を
論
じ
て
ゐ
气
最 

後
に
か
く
の
.如
き
近
世
初
期
の
霧
の
特
徴
を
論
じ
、
封
建
時
代
の
遺
物
、
辑
民
經
濟
の
成
立
、
資
本
主
義
の
.發 

經
濟
的
階
級
の
發
生
、
政
府
め
干
涉
を
靡
げ
、
主
要
な
る
國
家
の
發
M

を
述
べ
、
今
日
の
社
會
經
濟
に
至
^
前
提
の 

阽
湖
ど
し
て
次
ぎ
の
や
ぅ
に
述
ベ
結
語
ビ
し
て
ゐ
る
。r

新
'時
代
が
起
ら
ん
ビ
し
て
ゐ
た
：。寐
業
を
世
界
的
た
ら
し
め
、 

資
本
の
巨
大
な
る
集
稻
を
麻
ら
し
め
、‘
機
械
の
甚
し
き
銨
股
が
勞
働
狀
態
を
變
革
し
、
又
暫
く
し
て
多
數
の「

勞
働
者 

を
不
安
の
地
位
に
S
气
新
し
く
得
た
向
_
を
蔑
視
す
る
に
至
つ
fe
II
#
代
で
あ
る
。
こ
の
經
濟
的
及
び
»
會
的
革
命 

は
そ
れ
が
蓝
起
し
た
0
0 
€
そ
れ
が
必
.耍
ど
し
た
¥

渉
ビ
共
に
、
政
治
的
革
命
ヾ
し
同
じ
く
现
代
の
特
質
で
あ
る
。し̂

一
個
の
私
の
事
情
で
は
あ
る
が
、
先
年
公
刊
し
だ
拙
著「

近
«
商
業
*」

に
於
い
て
赂
丨
同
時
代
を
取
扱
つ
た
»,驗
上 

か
：
、
ら
、

將

に

本

書

か

、
ら

敎

へ

ら

る

:■
>
ビ > > 
ろ
大
で
あ
つ
た
。
中
に
柿
入
さ
れ
た
數
葉
の
寫
眞
は
何
れ
も
珍
し
い
も
の 

で
あ
る
。
恐
ら
く
經
濟
史
中
特
に
興
味
あ
る
部
分V

J

し
て
、

一
般
讀
者W
雖
も
栩
當
而
白
ぐ
讀
め
る
こ
？
、
思
ふ
。

C
.

 

K
,

 

O
g

d
e

n

編

纂

の

T
h

e

 

H
i
s
t
o
r
y

 

o
f

Q
v

m
z

a
t

i
o

n

の

一
.

册
子
■
で
あ
る

.■。書
き
落
じ
た
が
前
に
紹
介
し
た

T
r
a
v
e
l

 

p
r
K
i

 

T
r
a
v
e
l
l
e
r
s

 

o

f

'

t

h

e 

M
i

d
d

l
e

 

A
g

e
s

も
こ
の
一
肶
で
あ
る
。

本
叢
書
が
多
ぐ
の
有
用
な'る，著
述
を
續
々
出
版
し

つ
、
め
る
こ
ど
は
多
ど
す
べ
き
で
あ

&
ラ
。

彥

/碧
 M

.

家

^
-
^s

w
m
i
c
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,

本
書
の
序
文
に
云
ふ
如
ぐ
、
從
來
合
衆
國
の
經
濟
史
界
の
硏
究
の
對
象
ど
V
っ

た

も

の

は

そ

の

莳

接

の

先

_

密
た 

る
英
國
の
經
濟
史
で
あ
つ
た
。
.然
る
に
漸
次
に
歐
洲
大
陸
の
硏
究
に
移
っ
る
や
ぅ
に
な
っ
た
。
本
書
は
第
一
章
を
欧 

羅
巴
經
濟
生
®

の
®
礎V」

題
し
、
文
明
の
起
源
に
筆
を
起
し
、
埃
及
、
ァ
一
フ
ビ
ァ
の
文
明
ょ
6
希
臘
ま
で
那)
べ
、
第 

ニ
章
に
羅
坶
の
經
濟
生
活
を
論
じ
、
第
三
章
以
下
四
章
を
中
世
に
あ
て
>
發
明
時
代
*
即
ち
產
業
革
命
前
ま
で
記
載 

し
て
ゐ
る
。
か
ぐ
の
如
き
小
册
子
に
か
ぐ
廣
汎
な
る
做
期
ど
範
圍
ど
に
及
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
記
扇
の
龃
雜 

な
る
は
蒸
で
あ
る
。
殊
：に
■民
族
大
移
動
の
部
分
の
如
.き
，甚
だ
不
十
分
で
あ
る
。
中
世
の
部
分
は
歐
洲
一
般
の
經
濟 

史
ど
し
て
あ
ら
^

る
.思
.に
於
し
て
.
^
pcu
o
i
f 

K

oitzsehke 

0 A
H
g
e
m

-nline.. wirts.chslftsgeschlchte des. Mittaalters 

广
1
9
2
4

」

に
&

ぐ
及
ば
ず
、
又

1
\
^
:
^

 

W
e
b
e
r

 

Q

 wl,rtschaftsgesch

o*hte. 

(

1

3

の̂
1
1下
的
な
る
^
も
及
ズ
な
、
。馆 

t

火
文
て
鲁
力
れ
た
も
の
ご
し
て
は
，Cu

n
n
i
n
g
h
a
m
.

の

W
e
s
t
e
r
n

 

civilization

ほ
ざ
學
問
^
で
ユ
な
い
)>
、
そ
1
-
^
.
£
\ 

も
纖
ま
つ
た
比
較
的
均
衡
を
得
た
述
作
で
あ
る
。
あ
る
ひ
は
敎
科
書
な
ざ
、
し
て
は
適
當
か
も
知
れ
な
い
。

2. 

Lr. 

W%h%ams, 

The History .of c
o
m
m
e
r
c

J0^
,

ぶ

^London 

1^
26.

M
a

日

Currents 

o
f 

s
o
c
i
a
l

s
d Jndustriai 

C
h
a
n
g
e
s

 

1
8
7
0
1
1
9
2
4

を
前

年

に

公

に

し

た

著

者

は

賓
い
て
本

#
を 

f
行

し

^
。鈍
然

た

る

敎

科

書
的
の
も
の
で
は
あ
る
が
、從
來
の

も
の
ょ
り
遙
か
に
興
味
多
く

一
 

讀

し

得

る

。

恐
ら
ぐ 

所

々

に

他

の

A
u
t
h
o
r
i
t
y

か

ら

興

味

あ
.石

一

節

を

適

度

に

引

用

し

て

ゐ
冬
か
ら
で

あ
.S

ぅ
0
55
ふ
ま
で
も
な
い
が
古 

S

1十1

饴

C.1

七
六
三)

外
圃
經
濟
ii
l
u關
す
る
新
刊
^

第
十
二
！！

一
 

五一
.



節U
r
*
1

卷

C
1

七
六
四〕

外
_
經
濟
也
に
關
す
る
新
刊
密 

第
十1

一

號

T
TL
ニ

代
か
ら
歐
例
大
戰
以
後
の
狀
態
に
，ま
で
及
ん
で
ゐ
る
。
又
か
う
し
た
概
括
的
商
業
史
に
.普
通
で
あ
る
や
う
に
，
國
際 

:贸
#
を
主
S
し
て
ゐ
る
が
、
近
世
期
の
一
般
產
業
組
織
.の
變
遷
に
多
く
の
，紙
數
を
M
い
て
ゐ
る
の
は
‘敎
科
用
と
し
て 

*
/:
適
當
な
こ
.
で̂
あ
ら
う
。

Dorothy 

Marslmll,l he English p§
y in the Eighteenth- Century , p

p

 

2g2J L
m
d
o
n
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1
Q26.

,
.従
來
存
在
し
て
ゐ
た
如
何
な
る
社
會
紐
織
に
於
い
て
も
最
も
®
大
な
る
問
題
のj

.つ
は
救
貧
問
題
で
あ
る
。
英
國 

の
法
律
中
幾
度
も
改
疋
さ
れ
た
法
制
の一

つ
は
，救
貧
法
で
あ
る
。
今
著
者
が
間
題
ヒ
し
て
ゐ
る
第
十
八
世
紀
は
恐
ら 

く
救
贫
法
の
滕
史
中
最
も
典
味
あ
る
時
代
で
あ
6
う
。
何
故
な
ら
ば
貧
乏
に
對
す
る
般
の
輿
論
が
將
に
變
ら
んVJ 

し
つ
、
あ
つ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
贫
乏
を
以
つ
て
贫
乏
人
自
身
の
怠
慢
過
失
で
あ
る
ヒ
し
て
ゐ
た
^
 

論
が
漸
次
貧
乏
人
に
利
益
あ
る
方
向
に
轉
せ
ん
ど
し
，て
ゐ
た
。，

」

の
時
代
の
狀
態
並
び
に
そ
の
救
濟
政
策
の
變
遞
及 

び
そ
れ
等
の
關
係
を
著
者
は
詳
細
に
且
つ
要
領
ょ
ぐ
論
じ
て
ゐ
る
。
余
め
知
れ
る
限
り
に
於
い
て
は
こ
の
時
代
の
英 

國
救
貧
法
の
賞
際
的
變
邏
の
本
質
を
知
る
上
に
最
良
の
著
述
で
沦
る
。
第

|

章
に
當
時
の
§
:
の
救
貧
問
題
に
對
す
. 

る
態
度
を
述
べ
、
第
二
章
に
救
貧
の
中
心
者
た
b
し
各
敎
區(

p
a
r
i
s
h
)

の
行
政
及
财
政
狀
態
を
調
、ベ
、(

著
者
は
こ
の
時 

代
の
敎
區
の
救
貧
：の
歷
史
は
贫
乏
に
對
す
る
敎
區
の
道
徳
的
責
任
^
財
政
的
責
任
ど
の
永
い
爭
鬪
の
歷
史
ヾ
し
M

て
ゐ 

る
：，——

事
實
又
-ド
の
見
地
は
进
し
い
も
の
で
あ
る
ど
思
ふ
。し
第
三
章
に
そ
の
成
功
せ
る
部
分
を
、
第
四
章
に
そ
の 

貧
乏
人
屉
用
の
失
敗
を
記
し
、
.第
五
章
に
法
律
の
敎
區
的
行
政
が
貧
民
狀
態
に
及
ぼ
せ
る
結
果
を
記
し
、
最
後
に
第 

六
章
に
货
い
てA

c
t

 

o
f 

s
e
t
t
l
o
s
t
s

の
失
敗
を
以
つ
て
終
結
ど
し
、
古
救
貧
法
の
終
末
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。
こ 

れ
等
過
去
に
於
け
る
苦
い
經
驗
を
知
る

>

>-
ど

は

恐

ら

ぐ

著

者

の

云

ふ

：̂
如
ぐ
.、
現

代

の

改

革

者

に
ビ

つ
て
好
筒
の
指

斜
で
あ
ら
う
。

》

r〜

<.
 j

 e_ings\ History 

' E
c
m
w
m
i
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 Progress 

in the united s
m
e
r

 pp. 

8
1
9
K
<
i Yo

r
r
1026. 

%

者
が
序
文
に
於
い
て
經
濟
史
の
意
義
を
1?
じ
、
史
家
が
如
讨
な
る
時
代
の
歷
史
を
も
適
當
に
解
釋
せ
ん
^
欲
す 

る
な
ら
ば
經
濟
學
的
訓
練
を
必
要
ど
す
る
^
沄
つ
て
ゐ
る
の
は
疋
し
い
o
然
し
本
截
に
现
れ
た
る
著
漭
の
史
觀
は
極 

め
て
淺
簿
で
あ
る
。
例
べ
ば
新
大
陸
の
發
見
の
動
機
は
政
治
的
、宗
敎
的
、
®
會
的
•
經
濟
的
な
^
，ビ
す
る
が
如
き
は
、 

普
通
の
表
而
的
解
釋
以
上
に
出
で
な
い
。
こ
れ
等
の
表
面
的
解
釋
は
.獨
立
戰
领
、
南
北
戰
爭
の
旅
W
を
論
中
る
場
合 

ビ
雖
も
同
樣
で
あ
る

.0
吾
人
は
著
者
に
對
し
さ
ら
にf

步
進
ん
.で
そ
れ
等
の
根
本
腺
因
を
特
に
鮮
明
せ
ん
こ
S
を
希 

親
す
る
、も
の
で
あ
る
。
然
し
箸
者
が
各
篇(

第
'一
篇
植
民
.時
代
、
第1

1

篇
政
治
及
び
商
謝
獨
立
時
代
、
第
二
ー
篇
免
埏
時 

代
、
第
四
篇
內
亂
及
び
復
活
時
代
、
第
五
篇
第1:

一
十
世
紀)

0
始
め
に
そ
の
_
代

，の

人

口

問

題

.
•
勞

働

又

は

移

民

問

題
 

を
論
じ
た
の
は
こ
れ
等
の
問
題
を
以
つ
て
他
の
經
濟
現
象
の
根
底
ビ

考
へ
た
の
で
あ
ら
う
◊
勿
論
^
し

r
M
a 
I
 

な
い
.が
、
當
を
得
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
後
著
者
，は
そ
れ
ど
れ
の
時
代
の
農
業
、
工
業
、
商
幾
等
の
經
濟
的
分
岐
.に 

就

：
い

て

各

別

に

述

v

て
ゐ
る
。
最
近
に
於
け
る
合
黹
國
の
驚
ぐ
べ
き
發
；

g

を
著
漭
は
そ
の
豐
富
な
る
自
然
の
赏
に
歸 

し
て
ゐ
る
が
> 
か
ぐ
の
如
き
發
展
の
經
過
を
各
方
而
に
就
い
て
知
る
の
に
は
本
書
は
有
用
で
あ
る
。
唯
そ
の
經
濟
的 

發
«
全

體

の

：
綜

合

的

判

斷

€
求
め
ん
ど
す
る
者
は
蓋
し
失
題
を
威
ず
る
で
あ
ら
>ブ
。

J
.
.

^

‘
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一

phs.n" 
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n

,°
P
F

O
Z

J
J

r
q

m
b

r
i

d
^

f 1
1
0
2

ひ
. 

.

近
世
英
國
經
濟
史
の
述
作
は
決
，し
て
少
な
く
な
い
。
そ
の
獨
自
の
存
在
a

®
を
認
む
.、、/
き
も
.の
を
'
思
出
す
ま
、 

第
二
t

卷

(

一:七
六
：五)

外
國
經
濟
史
U
關
ず
る
新
刊
齊 

第

十

二

號

£

H



第
二
十
1怨

(
一

七
六
六〕

外
國
經
濟
史li

關
す
る
新
刊
#

第

上

p

i

に
揭
げ
る
も 

0
1
|

的
ぼ
日
，Gr

o
w
t
h

 

o
f 

E
n
g
E
s
t
r
y

 a
nd c

o
i
e
r
c
e
r
M
o
d
e
r
n

 

T
i
m
e

 ; 

I

 co
m
m
e
r
c
e

 

an
d 

Industry, 

ISI5.I9I4; 

Knowles, 

Industrial 

s
d Commercial Revolutions in 

Great, Britain 

during the 

Nineteenth d
r
y
;

 

Fay, 

Life 

a
n
d

 

L
a
b
o
u
r

 in the 

N

i

l
 

c
e
n
l

 

等
が
t

o
 
そ
の
外
こ
の
1

の

硏
f

甚

，

多

ぐ

且

つ
•そ
の
資
S

め
て
多
い
。D

r
.

 

C
k
p
h
a

日

の
著
作
は
そ
の
獨
特
な
赞
實
な
硏
究
に
依
.

CN、 

確
か
に
こ
の
時
代
の
硏
究
に
一
つ
の
大
な
る
貢
獻
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
先

に

s
e E

c
o
l
c

 

D
e
v
e
l
o
p
-

 

I

I
 

o
f 

F
r
a
n
c
e

 

I
 G

e
n
n
l

 

I
S
I
5
-
I
I

を
著
は
し
、
す
で
に
そ
の
資
料
の
取
扱
？

說
明
の
方
法
に
於
い 

て
#
殊
の
技
倆
を
ポ
し
で
ゐ
る
が
、
本
書
に
於
い
T

全
ぐ
屢
の
方
法
を
用
¥

*

る
。
唯
前
f

t

資
即
の 

多
い
た
め
か
、
多
少
煩
雜
羞
は
る
>
ビ
こ
ろ
I

る
：
^

多
く
の
報
告
書
や
著
述
等
f

最
も
適
當
な
列
を
則r

 

し

^
 

全
ぐ
ザ
S
す
べ
き
も
の
て
あ
り
又
五
口
人
に
豫
，期
甘
ざ
る
知
識
を
供
給
し
て
吳
れ
る
。
全
篇
の
構
造 

は
前
著
晶
似
し
て
ゐ
る
。
即
ち
第
一
篇
は
鐡
道
.時
代
i

.の
大
英
國
患

し

、
.先
づ•
第
一
章
に
於
い
て
當
诗
こ
於 

け
る
經
濟
狀
態
を
槪
觀
し
、
：
第
一
一
章
に
人
口
、
第
三
章
に
交
通
、
第
四
章
農
業
組
織
、
第
五
章
工
業
I

、
第
六
窣 

，惠

鈕

織

、
第
I

貨
幣
、
I

、

保

險

及

び

特

種

產

機

—

第

八

章

國

家

の

經

濟

的

活

動

を

以

つ

て 

て

ゐ

る

第
二
篇
は
初
®
證
的
代
で
先
づ
劈
；_

九
章
に
：鐵
道
ビ

證

政
策
を
論
：じ
，
第

十
章
鐵
、
石
炭
.
蒸
氣 

及
び
機
蘭
、
第
十
一
章
：農
業
，
第
十
二
章
海
外
貨
t

商

業

政

策

、

第

十

三

章

銀

行

螂

物

f

び

金
a
け

場

、
"
'
第

十
四
章
大

5

裔

S

け

I
fび
g

s

s

f
れ

ぞ

れ

體

し

n

せ

見

て

、

か
ぐ
の
如
き
分
類
的
記
述
方
法
に
は
#

I

が
あ
る
ど
患
ふ
。
又g

に

I

般
讀
者
を
し
て
殊
こ
着
の
啼 

美
，

ら

叙

述

お

は
 

一
®
返
对
を
感
じ
さ
せ
る
恐
：̂
あ
ら
う
。
然
し
吾
人
.は
本
書
か
ら
得
ら
る
、
繁
實
な
る

に
依

つ
て
鐡
道
發
達
期
の
前
後
を
比
較
す
る
畤
、
多
ぐ
の
興
味
を
感
す
る
で
あ
ら
う
。

こ
れ
必
ず
し
も
余
向
身
が
恰 

も
本
眷
の
述
作
中
に
庇
接
氏
の
指
導
を
受
け
た
.個
人
的
.理
由
か
ら
生
ず
る
も
の
、
み
で
は
あ
る
ま
い
。
銳
敏
な
る
讀 

者
が
本
書
か
ら
受
け
る
利
益
は
蓋
し
少
な
ぐ
は
な
い
で
あ
ら
う
。

M
c
p
h
e
^
T
h
e

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

Revolution 

in 

Britislt W
e
s
t

 A
f
r
i
c
r
p
p
.

 

W22, 

L
o
ndon, 

1
0
2
6
:

英
國
榔
民
地
の
發
展
の
硏
究
は
從
來
英
國
に
於
い
て
も
何
れ
か
^
云
へ
ば
閑
却
さ
れ
て
ゐ
た
。

r
K
n
o
w
k
s

の 
T
h
e

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

 

o
f

r+
ぼ

td
r
s3
& Overseas 

E
m
p
i
r
e

 

0
9
s

レ
は
そ
れ
等
に
就
い
て
槪
®
め

.
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給
し
て
奥
れ
る
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然
し
か
ぐ
方
而
の
發
展
の
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々
の
硏
究
は
將
來
の
開
拓
を
待
，つ
ベ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
本
書
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英
領
西
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阿
卵
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加
に
就
い
て
述
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て
ゐ
る
。
本
書
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れ
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依
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少
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な
れ
る
經
濟
的
事
情
が
存
在
す
る
ど
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ろ
で
あ
る
。
然
し
本
書
は
本
來

に
於
い
て
歷
史
的
硏
究
を
因
的
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す
る
も
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な
ぐ
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近
に
於
け
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，願
著
な
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經
濟
的
發
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輸
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地
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融
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健
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す
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。
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れ
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農
業
の
發
展
を
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の
歷
史
以
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狀
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第
十
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紀
に
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た
も
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述
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。
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如
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な
る
家
畜
を
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又
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な
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日
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を
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て
ゐ
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か
を
知
ら
ん
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す
る
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書
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そ
の
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。
然
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位
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係
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業
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展
の
意
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を
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欲
し
て
本
書
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者
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う
。
又
比
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的
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代
に
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し
く
、
近
世
に
粗
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あ
る
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ら
、
實
際
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に
も
役
に
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つ
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だ
少
な
，
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多
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ど
も
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に
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を
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そ
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の
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を
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叙
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記
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れ
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。
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を
叙
述
し
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大
體
ー
貢
し
て
そ

の

歷
史
を
明
か
に
す

る

こ
ど
に
な
る
。
そ
の
硏
究
態
度
の
質
實
な
る
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ミ
は
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き
も
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で
あ
る
著
者
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こ
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織
に
對
す
る
觀
察
は
ょ
ぐ
そ
の
變
遷
の
，必
然
性
を
明
か
に
し
て
ゐ 

る

®
ち
商
人
キ
ル
ド
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ド
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然
的
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梯
な
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ぐ
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翁
ょ
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見
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、
従
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そ
の
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的
組
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世
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國
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あ
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大
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時
に
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の
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を
も
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原
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あ
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あ
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。
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